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受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ成長国セレクト債券ファン
ド（毎月決算型）（愛称：セレクト 9

ナイン

）」は、
このたび、第₆₀期の決算を行ないました。

ここに、第₅₅期～第₆₀期中の運用状況をご
報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ成長国
セレクト債券ファンド
（毎月決算型）

（愛称：セレクト9
ナイン

）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざ
して運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ダイワ・エマージング高金利債券

マザーファンドの受益証券
ダイワ・エマージング
高 金 利 債 券
マ ザ ー フ ァ ン ド

海外の債券

マ ザ ー フ ァ ン ド の
運 用 方 法

①主として、エマージング諸国の現地通貨建債券に
分散投資することにより、信託財産の着実な成長と
安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
②投資にあたっては、以下の点に留意しながら運用
を行なうことを基本とします。
　イ ．ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデ

ックス－エマージング・マーケッツ ブロード
の構成国を参考に投資対象通貨を選定します。

　ロ ．通貨の地域配分にあたっては、欧州・中東・
アフリカ地域、アジア地域、中南米地域の 3 地
域へ均等とすることをめざします。

　ハ ．各地域ごとに 3 通貨を選定して均等に配分す
ることをめざします。通貨の選定にあたって
は、各国の金利水準、経済ファンダメンタル
ズ、流動性等から判断し、年 2 回以上見直しを
行ないます。なお流動性、市場状況等によって
は通貨数が異なる場合があります。

　ニ ．投資する債券は、各国の政府、政府関係機関
および国際機関等が発行するものとし、取得時
においてＢＢ格相当以上（ムーディーズでＢａ
3 以上またはＳ＆ＰでＢＢ－以上）とします。

　ホ ．ポートフォリオの修正デュレーションは 1
（年）程度から 3 （年）程度の範囲とします。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原
則として行ないません。

組 入 制 限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、安定
した分配を継続的に行なうことを目標に分配金額を
決定します。ただし、基準価額の水準等によっては、
上記にかかわらず今後の安定分配を継続するための
分配原資の水準を考慮したうえで分配をすることが
あります。なお、分配対象額が少額の場合には、分
配を行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファ
ミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファ
ンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの
受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンドで行なう仕
組みです。

運用報告書（全体版）
第55期（決算日　2014年 8 月15日）
第56期（決算日　2014年 9 月16日）
第57期（決算日　2014年10月15日）
第58期（決算日　2014年11月17日）
第59期（決算日　2014年12月15日）
第60期（決算日　2015年 1 月15日）

東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /



ダイワ成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）

■最近30期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＪＰモルガン ＧＢＩ－ＥＭグロー

バル　ダイバーシファイド（円換算） 公 社 債
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込 み
分 配 金

期　　中
騰 落 率 （参考指数） 期　　中

騰 落 率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

₃₁期末︵₂₀₁₂年 ₈ 月₁₅日︶ ₇, ₆₃₄ ₉₀ ₀. ₄ ₁₀, ₈₅₈ ₁. ₆ ₉₆. ₂ ₆₇, ₃₂₄
₃₂期末︵₂₀₁₂年 ₉ 月₁₈日︶ ₇, ₆₆₄ ₇₀ ₁. ₃ ₁₁, ₀₈₆ ₂. ₁ ₉₆. ₁ ₇₀, ₈₀₄
₃₃期末︵₂₀₁₂年₁₀月₁₅日︶ ₇, ₅₃₅ ₇₀ △ ₀. ₈ ₁₁, ₀₅₈ △ ₀. ₃ ₉₆. ₅ ₆₉, ₂₅₀
₃₄期末︵₂₀₁₂年₁₁月₁₅日︶ ₇, ₆₂₄ ₇₀ ₂. ₁ ₁₁, ₂₉₁ ₂. ₁ ₉₇. ₁ ₆₉, ₃₁₁
₃₅期末︵₂₀₁₂年₁₂月₁₇日︶ ₈, ₀₈₉ ₇₀ ₇. ₀ ₁₂, ₂₁₅ ₈. ₂ ₉₆. ₉ ₇₂, ₁₆₉
₃₆期末︵₂₀₁₃年 ₁ 月₁₅日︶ ₈, ₆₅₃ ₇₀ ₇. ₈ ₁₃, ₂₀₇ ₈. ₁ ₉₇. ₁ ₇₆, ₅₀₉
₃₇期末︵₂₀₁₃年 ₂ 月₁₅日︶ ₈, ₉₀₉ ₈₀ ₃. ₉ ₁₃, ₇₇₃ ₄. ₃ ₉₆. ₅ ₇₉, ₉₉₇
₃₈期末︵₂₀₁₃年 ₃ 月₁₅日︶ ₉, ₀₈₀ ₈₀ ₂. ₈ ₁₄, ₁₀₃ ₂. ₄ ₉₆. ₄ ₈₄, ₆₁₉
₃₉期末︵₂₀₁₃年 ₄ 月₁₅日︶ ₉, ₃₂₇ ₈₀ ₃. ₆ ₁₄, ₈₃₇ ₅. ₂ ₉₆. ₂ ₈₉, ₉₂₅
₄₀期末︵₂₀₁₃年 ₅ 月₁₅日︶ ₉, ₄₈₇ ₈₀ ₂. ₆ ₁₅, ₃₉₆ ₃. ₈ ₉₇. ₁ ₉₇, ₆₁₂
₄₁期末︵₂₀₁₃年 ₆ 月₁₇日︶ ₈, ₂₈₁ ₈₀ △ ₁₁. ₉ ₁₃, ₄₃₈ △ ₁₂. ₇ ₉₆. ₃ ₈₉, ₄₅₆
₄₂期末︵₂₀₁₃年 ₇ 月₁₆日︶ ₈, ₄₈₉ ₈₀ ₃. ₅ ₁₃, ₆₄₂ ₁. ₅ ₉₆. ₇ ₉₃, ₂₆₃
₄₃期末︵₂₀₁₃年 ₈ 月₁₅日︶ ₈, ₁₉₂ ₈₀ △ ₂. ₆ ₁₃, ₂₅₉ △ ₂. ₈ ₉₅. ₆ ₉₀, ₆₇₇
₄₄期末︵₂₀₁₃年 ₉ 月₁₇日︶ ₈, ₁₀₆ ₈₀ △ ₀. ₁ ₁₃, ₃₉₀ ₁. ₀ ₉₅. ₁ ₈₉, ₂₃₃
₄₅期末︵₂₀₁₃年₁₀月₁₅日︶ ₈, ₁₁₆ ₈₀ ₁. ₁ ₁₃, ₆₀₆ ₁. ₆ ₉₆. ₇ ₈₉, ₃₅₀
₄₆期末︵₂₀₁₃年₁₁月₁₅日︶ ₈, ₀₀₃ ₈₀ △ ₀. ₄ ₁₃, ₅₂₅ △ ₀. ₆ ₉₇. ₂ ₈₈, ₀₇₇
₄₇期末︵₂₀₁₃年₁₂月₁₆日︶ ₈, ₀₉₄ ₈₀ ₂. ₁ ₁₃, ₉₀₀ ₂. ₈ ₉₇. ₀ ₈₈, ₄₄₃
₄₈期末︵₂₀₁₄年 ₁ 月₁₅日︶ ₇, ₉₂₆ ₈₀ △ ₁. ₁ ₁₃, ₈₄₇ △ ₀. ₄ ₉₆. ₈ ₈₆, ₁₂₈
₄₉期末︵₂₀₁₄年 ₂ 月₁₇日︶ ₇, ₅₇₃ ₈₀ △ ₃. ₄ ₁₃, ₃₀₃ △ ₃. ₉ ₉₇. ₃ ₈₃, ₂₂₄
₅₀期末︵₂₀₁₄年 ₃ 月₁₇日︶ ₇, ₅₁₁ ₈₀ ₀. ₂ ₁₃, ₃₆₀ ₀. ₄ ₉₅. ₀ ₈₂, ₅₃₁
₅₁期末︵₂₀₁₄年 ₄ 月₁₅日︶ ₇, ₆₉₇ ₈₀ ₃. ₅ ₁₃, ₉₅₁ ₄. ₄ ₉₆. ₃ ₈₄, ₅₆₄
₅₂期末︵₂₀₁₄年 ₅ 月₁₅日︶ ₇, ₇₇₆ ₈₀ ₂. ₁ ₁₄, ₂₅₈ ₂. ₂ ₉₆. ₄ ₈₆, ₄₆₆
₅₃期末︵₂₀₁₄年 ₆ 月₁₆日︶ ₇, ₇₁₁ ₈₀ ₀. ₂ ₁₄, ₃₁₅ ₀. ₄ ₉₆. ₀ ₈₇, ₁₀₅
₅₄期末︵₂₀₁₄年 ₇ 月₁₅日︶ ₇, ₆₈₄ ₈₀ ₀. ₇ ₁₄, ₄₂₆ ₀. ₈ ₉₆. ₈ ₈₈, ₄₈₆
₅₅期末（₂₀₁₄年 ₈ 月₁₅日︶ ₇, ₅₉₂ ₈₀ △ ₀. ₂ ₁₄, ₃₉₅ △ ₀. ₂ ₉₆. ₇ ₈₈, ₆₃₆
₅₆期末（₂₀₁₄年 ₉ 月₁₆日︶ ₇, ₆₆₆ ₈₀ ₂. ₀ ₁₄, ₆₃₄ ₁. ₇ ₉₄. ₅ ₉₀, ₁₂₉
₅₇期末（₂₀₁₄年₁₀月₁₅日︶ ₇, ₄₈₉ ₈₀ △ ₁. ₃ ₁₄, ₅₂₃ △ ₀. ₈ ₉₆. ₆ ₈₈, ₆₄₅
₅₈期末（₂₀₁₄年₁₁月₁₇日︶ ₇, ₉₄₈ ₈₀ ₇. ₂ ₁₅, ₄₅₇ ₆. ₄ ₉₇. ₆ ₉₁, ₈₂₀
₅₉期末（₂₀₁₄年₁₂月₁₅日︶ ₇, ₇₂₆ ₈₀ △ ₁. ₈ ₁₄, ₉₇₇ △ ₃. ₁ ₉₇. ₁ ₈₇, ₁₄₃
₆₀期末（₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日︶ ₇, ₆₄₀ ₈₀ △ ₀. ₁ ₁₄, ₉₀₀ △ ₀. ₅ ₉₆. ₂ ₈₆, ₃₆₄

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＪＰモルガン ＧＢＩ－ＥＭグローバル　ダイバーシファイド（円換算）は、ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージン

グ・マーケッツ グローバル　ダイバーシファイド（米ドルベース）を円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算した
ものです。ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高
いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用
しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright ₂₀₁₄,  J. P.  
Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）

■当作成期間（第55期～第60期）中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 ＪＰモルガン ＧＢＩ－ＥＭグロー

バル　ダイバーシファイド（円換算） 公 社 債
組 入
比 率騰　落　率 （参考指数） 騰　落　率

円 ％ ％ ％

第₅₅期
（期首）2014年 ₇ 月15日 ₇, ₆₈₄ ― ₁₄, ₄₂₆ ― ₉₆. ₈

₇ 月末 ₇, ₇₂₂ ₀. ₅ ₁₄, ₄₈₀ ₀. ₄ ₉₅. ₈
（期末）2014年 ₈ 月15日 ₇, ₆₇₂ △ ₀. ₂ ₁₄, ₃₉₅ △ ₀. ₂ ₉₆. ₇

第₅₆期
（期首）2014年 ₈ 月15日 ₇, ₅₉₂ ― ₁₄, ₃₉₅ ― ₉₆. ₇

₈ 月末 ₇, ₆₇₇ ₁. ₁ ₁₄, ₅₃₆ ₁. ₀ ₉₆. ₅
（期末）2014年 ₉ 月16日 ₇, ₇₄₆ ₂. ₀ ₁₄, ₆₃₄ ₁. ₇ ₉₄. ₅

第₅₇期
（期首）2014年 ₉ 月16日 ₇, ₆₆₆ ― ₁₄, ₆₃₄ ― ₉₄. ₅

₉ 月末 ₇, ₆₄₄ △ ₀. ₃ ₁₄, ₅₈₄ △ ₀. ₃ ₉₇. ₀
（期末）2014年10月15日 ₇, ₅₆₉ △ ₁. ₃ ₁₄, ₅₂₃ △ ₀. ₈ ₉₆. ₆

第₅₈期
（期首）2014年10月15日 ₇, ₄₈₉ ― ₁₄, ₅₂₃ ― ₉₆. ₆

10月末 ₇, ₇₀₆ ₂. ₉ ₁₄, ₉₁₃ ₂. ₇ ₉₇. ₅
（期末）2014年11月17日 ₈, ₀₂₈ ₇. ₂ ₁₅, ₄₅₇ ₆. ₄ ₉₇. ₆

第₅₉期
（期首）2014年11月17日 ₇, ₉₄₈ ― ₁₅, ₄₅₇ ― ₉₇. ₆

11月末 ₈, ₁₄₈ ₂. ₅ ₁₅, ₉₄₀ ₃. ₁ ₉₆. ₈
（期末）2014年12月15日 ₇, ₈₀₆ △ ₁. ₈ ₁₄, ₉₇₇ △ ₃. ₁ ₉₇. ₁

第₆₀期
（期首）2014年12月15日 ₇, ₇₂₆ ― ₁₄, ₉₇₇ ― ₉₇. ₁

12月末 ₇, ₇₉₃ ₀. ₉ ₁₅, ₁₅₂ ₁. ₂ ₉₆. ₅
（期末）2015年 ₁ 月15日 ₇, ₇₂₀ △ ₀. ₁ ₁₄, ₉₀₀ △ ₀. ₅ ₉₆. ₂

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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第60期末
（2015. 1. 15）

第54期末
（2014. 7. 15）

第55期末
（2014. 8. 15）

第56期末
（2014. 9. 16）

第57期末
（2014. 10. 15）

第58期末
（2014. 11. 17）

第59期末
（2014. 12. 15）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な
　パフォーマンスを示すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまと販売会社との契約内容によります。また、分配金の課税条件は、ファン
　ドの購入価額により異なります。
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ダイワ成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₅₅期首：₇, ₆₈₄円　第₆₀期末：₇, ₆₄₀円（既払分配金₄₈₀円）　騰落率：₅. ₈％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

投資している債券の利息収入に加えて、債券の値上がりや通貨が円に対して上昇したことが、基準価額の値上がりに寄与
しました。

◆投資環境について
○債券市況

債券市況は、米国で早期利上げ観測が高まった局面では、新興国からの資金流出が懸念され金利上昇する場面もありま
したが、原油価格の下落からインフレ見通しが世界的に後退していることを背景に、金利は低下する国が多くなりまし
た。
・欧州・中東・アフリカ地域

トルコでは、原油価格の下落を受けてインフレ見通しが低下し、政策金利の引下げ期待が高まったことから金利は低
下しました。南アフリカでは、インフレ率が中央銀行の目標範囲内まで低下し、追加利上げ観測が後退したことから金
利は低下しました。ロシアでは、ウクライナ情勢への懸念が続く中、原油価格の下落を受けた資金流出懸念や格下げ懸
念から金利は上昇しました。ポーランドでは、インフレ率の低下を受けて政策金利の引下げが行なわれたことから金利
は低下しました。

・アジア地域
インドネシアでは、大統領選挙の結果を受けて政治的不透明感が後退したほか、燃料補助金削減による財政収支の改

善期待を受けて金利は低下しました。フィリピンでは、格付会社による格上げが好感されて金利は低下しました。イン
ドでは、インフレ率の低下を受けて政策金利の引下げ期待が高まり金利は低下しました。マレーシアでは、原油価格下
落が経済に与える影響が懸念され金利は上昇しました。

・中南米地域
ブラジルでは、大統領選挙の結果を受けて改革期待が後退したことや政策金利の引上げを受けて金利は上昇しまし

た。メキシコでは、米国で早期利上げ観測が高まる中、米国債券市場の影響を受けて金利は上昇しました。コロンビア
では、政策金利の引上げ停止が短期債の金利低下要因となりましたが、原油価格下落を受けた財政収支悪化への懸念が
中長期債の金利上昇要因となりました。

○為替相場
対円為替相場は、新興国からの資金流出懸念を背景に各通貨共に下落する局面もありましたが、当期間を通してみる

と、日銀の金融緩和等を背景に円安が進展したことから、対円で上昇する国が多くなりました。
・欧州・中東・アフリカ地域

原油価格下落によるインフレ圧力の低下および経常収支改善期待から資金流入が見られたトルコ・リラ、インフレ率
の低下や財政政策が好感された南アフリカ・ランドが対円で上昇しました。ポーランド・ズロチは、政策金利引下げへ
の期待が重しとなり対円で下落しました。ロシア・ルーブルは、原油価格の下落や欧米諸国による経済制裁、格下げな
どが要因となり下落しました。

・アジア地域
インドネシア・ルピアおよびインド・ルピーは、構造改革期待が支えとなり対円で上昇しました。フィリピン・ペソ

は、格付会社による格上げが好感されて対円で上昇しました。マレーシア・リンギットは、原油価格下落による経常収
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ダイワ成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）

支の悪化が懸念され対円で小幅な上昇にとどまりました。
・中南米地域

ブラジル・レアルは、インフレや財政悪化懸念から対円で下落しました。メキシコ・ペソは、米国景気回復の恩恵期
待が支えとなりましたが、原油価格下落が嫌気され対円で小幅な上昇となりました。コロンビア・ペソは、主要輸出品
目である原油価格の下落が嫌気され対円で下落しました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

当ファンドの商品性格に鑑み、「ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド」の受益証券を高位で組入れ、信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

マザーファンドの運用につきましては、欧州・中東・アフリカ、アジア、中南米の ₃ 地域で地域分散を図り、その地域
内で ₃ 通貨ずつ、計 ₉ 通貨の高金利債券に投資することで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用
を行ないます。

金利変動リスクを表す修正デュレーションは約 ₁ （年）程度～ ₃ （年）程度でコントロールします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当作成期間を通じて「ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド」の受益証券を高位で組入れ、信託財産の着実
な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないました。

○ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド
・通貨配分に関しては、基本的な商品性格に基づき、各地域均等、各地域内の投資通貨においても均等となることをめざ

しました。
・欧州・中東・アフリカ地域においては、トルコ・リラ、南アフリカ・ランド、ロシア・ルーブル、ポーランド・ズロ

チ、アジア地域ではインドネシア・ルピア、フィリピン・ペソ、マレーシア・リンギット、インド・ルピー、中南米地
域ではブラジル・レアル、コロンビア・ペソ、メキシコ・ペソへ投資しました。

・欧州・中東・アフリカ地域では、経済ファンダメンタルズの観点から₂₀₁₄年 ₇ 月にロシア・ルーブルを除外し、新たに
ポーランド・ズロチへ、アジア地域では、金利水準の観点から₂₀₁₄年 ₇ 月にフィリピン・ペソを除外し、新たにイン
ド・ルピーへ投資を行ないました。

・債券ポートフォリオの金利リスクについては、修正デュレーションで₂. ₃（年）～₂. ₉（年）程度としました。また、組
入債券の種別構成については、現地通貨建国債と国際機関債からなるポートフォリオ構成としました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

-2. 0
-4. 0

第55期
（2014. 7. 15～
　2014. 8. 15）

第56期
（2014. 8. 15～
　2014. 9. 16）

第57期
（2014. 9. 16～

　 2014. 10. 15）

第58期
（2014. 10. 15～
　2014. 11. 17）

第59期
（2014. 11. 17～
　2014. 12. 15）

第60期
 （2014. 12. 15～
　2015. 1. 15）

基準価額
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　
グローバル　ダイバーシファイド（円換算）
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ダイワ成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）

◆分配金について
【収益分配金】

第₅₅期から第₆₀期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ₈₀円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₅₅期 第₅₆期 第₅₇期 第₅₈期 第₅₉期 第₆₀期

₂₀₁₄年 ₇ 月₁₆日 ₂₀₁₄年 ₈ 月₁₆日 ₂₀₁₄年 ₉ 月₁₇日 ₂₀₁₄年₁₀月₁₆日 ₂₀₁₄年₁₁月₁₈日 ₂₀₁₄年₁₂月₁₆日
～₂₀₁₄年 ₈ 月₁₅日 ～₂₀₁₄年 ₉ 月₁₆日 ～₂₀₁₄年₁₀月₁₅日 ～₂₀₁₄年₁₁月₁₇日 ～₂₀₁₄年₁₂月₁₅日 ～₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日

当期分配金（税込み） （円） ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀ ₈₀
対基準価額比率（％） ₁. ₀₄ ₁. ₀₃ ₁. ₀₆ ₁. ₀₀ ₁. ₀₂ ₁. ₀₄
当 期 の 収 益 （円） ₄₁ ₄₈ ₃₈ ₅₄ ₃₈ ₄₁
当期の収益以外（円） ₃₈ ₃₁ ₄₁ ₂₅ ₄₁ ₃₈

翌期繰越分配対象額 （円） ₁, ₂₄₈ ₁, ₂₁₇ ₁, ₁₇₆ ₁, ₁₅₂ ₁, ₁₁₀ ₁, ₀₇₃
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
（注 ₂ ）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。
（注 ₃ ）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第₅₅期 第₅₆期 第₅₇期 第₅₈期 第₅₉期 第₆₀期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₄₁. ₀₆円 ₄₈. ₆₈円 ₃₈. ₂₀円 ₅₄. ₆₄円 ₃₈. ₂₂円 ₄₁. ₇₁円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₉₂₆. ₃₅ ₉₃₆. ₆₈ ₉₄₅. ₉₈ ₉₅₁. ₉₆ ₉₅₇. ₂₀ ₉₆₁. ₁₇
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₃₆₀. ₈₇ ₃₁₂. ₃₉ ₂₇₂. ₅₀ ₂₂₅. ₃₈ ₁₉₅. ₃₆ ₁₅₀. ₁₉
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁, ₃₂₈. ₂₉ ₁, ₂₉₇. ₇₆ ₁, ₂₅₆. ₆₉ ₁, ₂₃₁. ₉₉ ₁, ₁₉₀. ₇₉ ₁, ₁₅₃. ₀₈
（ｆ）分 配 金 ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀ ₈₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₁, ₂₄₈. ₂₉ ₁, ₂₁₇. ₇₆ ₁, ₁₇₆. ₆₉ ₁, ₁₅₁. ₉₉ ₁, ₁₁₀. ₇₉ ₁, ₀₇₃. ₀₈
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
当ファンドの商品性格に鑑み、引続き、「ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド」の受益証券を高位で組入

れ、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
○ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド

欧州・中東・アフリカ、アジア、中南米の ₃ 地域で地域分散を図り、その地域内で ₃ 通貨ずつ、計 ₉ 通貨の高金利債券に
投資することで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

金利リスクを表す修正デュレーションは約 ₁ （年）程度～ ₃ （年）程度でコントロールします。
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ダイワ成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₆日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日まで）

決　算　期
第　₅₅   期　～　第　₆₀   期

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・エマージング
高 金 利 債 券
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₁, ₀₆₆, ₉₆₀  ₁, ₄₄₀, ₀₀₀  ₆, ₉₇₉, ₇₁₄  ₉, ₉₀₀, ₀₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
　当作成期間（第55期～第60期）中における利害関係人
との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 第₅₄期末 第　₆₀   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・エマージング
高金利債券マザーファンド ₆₆, ₅₂₁, ₈₀₉  ₆₀, ₆₀₉, ₀₅₆  ₈₆, ₃₁₃, ₃₅₆ 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日現在

項 目 第 　₆₀　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド ₈₆, ₃₁₃, ₃₅₆  ₉₈. ₅ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁, ₂₇₆, ₇₉₈  ₁. ₅ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₈₇, ₅₉₀, ₁₅₅  ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ） 評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₁ 月₁₅日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₇. ₇₁円、 ₁ トルコ・リラ＝₅₁. ₅₄円、 ₁ メキシコ・ペソ＝₈. ₁₃円、₁₀₀コ
ロンビア・ペソ＝₄. ₈₅円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₉₁円、₁₀₀インドネシア・
ルピア＝₀. ₉₄円、 ₁ ブラジル・レアル＝₄₄. ₉₈円、 ₁ マレーシア・リンギッ
ト＝₃₂. ₉₉円、 ₁ 南アフリカ・ランド＝₁₀. ₂₈円、 ₁ ポーランド・ズロチ＝
₃₂. ₅₈円です。

（注 ₃ ） ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンドにおいて、第₆₀期末にお
ける外貨建純資産（₉₂, ₃₄₄, ₃₃₆千円）の投資信託財産総額（₉₄, ₁₉₂, ₄₇₇千円）
に対する比率は、₉₈. ₀% です。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₅₅期～第₆₀期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₇. ₁₆～₂₀₁₅. ₁. ₁₅）
金　額 比　率

信託報酬  ₅₆円 ₀. ₇₂₈％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₇, ₇₄₇円です。

（投信会社）  （₂₃）  （₀. ₂₉₉） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₃₂）  （₀. ₄₀₈） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₂）  （₀. ₀₂₁） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₃   ₀. ₀₄₂  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（保管費用）  （₃）  （₀. ₀₄₁） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₁） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　 　計  ₆₀   ₀. ₇₆₉  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。
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■損益の状況
第₅₅期  自 ₂₀₁₄年 ₇ 月₁₆日  至 ₂₀₁₄年 ₈ 月₁₅日　　第₅₇期  自 ₂₀₁₄年 ₉ 月₁₇日  至 ₂₀₁₄年₁₀月₁₅日　　第₅₉期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₈日  至 ₂₀₁₄年₁₂月₁₅日
第₅₆期  自 ₂₀₁₄年 ₈ 月₁₆日  至 ₂₀₁₄年 ₉ 月₁₆日　　第₅₈期  自 ₂₀₁₄年₁₀月₁₆日  至 ₂₀₁₄年₁₁月₁₇日　　第₆₀期  自 ₂₀₁₄年₁₂月₁₆日  至 ₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日

項 目 第 ₅₅ 期 第 ₅₆ 期 第 ₅₇ 期 第 ₅₈ 期 第 ₅₉ 期 第 ₆₀ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 23， 063円 24， 448円 20， 445円 16， 903円 14， 689円 14， 718円

受 取 利 息 ₂₃, ₀₆₃  ₂₄, ₄₄₈  ₂₀, ₄₄₅  ₁₆, ₉₀₃  ₁₄, ₆₈₉  ₁₄, ₇₁₈
（Ｂ）有価証券売買損益 △ 17， 766， 016  1， 887， 311， 541  △ 1， 044， 889， 279  6， 291， 915， 163  △ 1， 533， 891， 263  44， 483， 827

売 買 益 ₇, ₇₇₁, ₃₀₄  ₁, ₉₂₂, ₂₂₈, ₅₉₁  ₃, ₄₂₉, ₅₁₈  ₆, ₄₈₄, ₉₈₀, ₈₇₆  ₄₂, ₄₂₀, ₂₈₈  ₅₆, ₅₁₅, ₈₆₀
売 買 損 △ ₂₅, ₅₃₇, ₃₂₀  △ ₃₄, ₉₁₇, ₀₅₀  △ ₁, ₀₄₈, ₃₁₈, ₇₉₇  △ ₁₉₃, ₀₆₅, ₇₁₃  △ ₁, ₅₇₆, ₃₁₁, ₅₅₁  △ ₁₂, ₀₃₂, ₀₃₃

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 109， 124， 616  △ 114， 816， 222  △ 104， 184， 716  △ 118， 990， 453  △ 102， 087， 874  △ 107， 327， 745
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 126， 867， 569  1， 772， 519， 767  △ 1， 149， 053， 550  6， 172， 941， 613  △ 1， 635， 964， 448  △ 62， 829， 200
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 5， 404， 787， 578  △ 6， 317， 961， 039  △ 5， 354， 325， 132  △ 7， 103， 769， 556  △ 1， 769， 001， 686  △ 4， 221， 410， 121
（Ｆ）追加信託差損益金 △ 21， 648， 712， 888  △ 21， 951， 469， 905  △ 22， 265， 248， 363  △ 21， 844， 638， 085  △ 21， 342， 546， 000  △ 21， 490， 192， 243

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₀, ₈₁₅, ₂₄₂, ₈₀₉） （ ₁₁, ₀₁₂, ₂₄₉, ₈₅₉） （ ₁₁, ₁₉₆, ₇₇₈, ₀₉₆） （ ₁₀, ₉₉₇, ₁₅₀, ₇₃₄） （ ₁₀, ₇₉₆, ₆₃₀, ₁₄₆） （ ₁₀, ₈₆₅, ₃₇₂, ₃₇₉）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₃₂, ₄₆₃, ₉₅₅, ₆₉₇） （△ ₃₂, ₉₆₃, ₇₁₉, ₇₆₄） （△ ₃₃, ₄₆₂, ₀₂₆, ₄₅₉） （△ ₃₂, ₈₄₁, ₇₈₈, ₈₁₉） （△ ₃₂, ₁₃₉, ₁₇₆, ₁₄₆） （△ ₃₂, ₃₅₅, ₅₆₄, ₆₂₂）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △ 27， 180， 368， 035  △ 26， 496， 911， 177  △ 28， 768， 627， 045  △ 22， 775， 466， 028  △ 24， 747， 512， 134  △ 25， 774， 431， 564
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 934， 004， 898  △ 940， 534， 404  △ 946， 886， 923  △ 924， 163， 462  △ 902， 346， 008  △ 904， 342， 276

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △ 28， 114， 372， 933  △ 27， 437， 445， 581  △ 29， 715， 513， 968  △ 23， 699， 629， 490  △ 25， 649， 858， 142  △ 26， 678， 773， 840
追 加 信 託 差 損 益 金 △ ₂₁, ₆₄₈, ₇₁₂, ₈₈₈  △ ₂₁, ₉₅₁, ₄₆₉, ₉₀₅  △ ₂₂, ₂₆₅, ₂₄₈, ₃₆₃  △ ₂₁, ₈₄₄, ₆₃₈, ₀₈₅  △ ₂₁, ₃₄₂, ₅₄₆, ₀₀₀  △ ₂₁, ₄₉₀, ₁₉₂, ₂₄₃

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₀, ₈₁₅, ₂₄₂, ₈₀₉） （ ₁₁, ₀₁₂, ₂₄₉, ₈₅₉） （ ₁₁, ₁₉₆, ₇₇₈, ₀₉₆） （ ₁₀, ₉₉₇, ₁₅₀, ₇₃₄） （ ₁₀, ₇₉₆, ₆₃₀, ₁₄₆） （ ₁₀, ₈₆₅, ₃₇₂, ₃₇₉）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₃₂, ₄₆₃, ₉₅₅, ₆₉₇） （△ ₃₂, ₉₆₃, ₇₁₉, ₇₆₄） （△ ₃₃, ₄₆₂, ₀₂₆, ₄₅₉） （△ ₃₂, ₈₄₁, ₇₈₈, ₈₁₉） （△ ₃₂, ₁₃₉, ₁₇₆, ₁₄₆） （△ ₃₂, ₃₅₅, ₅₆₄, ₆₂₂）
分 配 準 備 積 立 金 ₃, ₇₅₈, ₆₄₇, ₉₂₁  ₃, ₃₀₄, ₆₃₈, ₇₆₄  ₂, ₇₃₀, ₆₈₃, ₃₃₅  ₂, ₃₁₀, ₇₅₇, ₁₈₃  ₁, ₇₃₂, ₄₄₁, ₈₉₄  ₁, ₂₆₅, ₀₇₈, ₄₁₈
繰 越 損 益 金 △ ₁₀, ₂₂₄, ₃₀₇, ₉₆₆  △ ₈, ₇₉₀, ₆₁₄, ₄₄₀  △ ₁₀, ₁₈₀, ₉₄₈, ₉₄₀  △ ₄, ₁₆₅, ₇₄₈, ₅₈₈  △ ₆, ₀₃₉, ₇₅₄, ₀₃₆  △ ₆, ₄₅₃, ₆₆₀, ₀₁₅

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は ₈ ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₅₅ 期 末 第 ₅₆ 期 末 第 ₅₇ 期 末 第 ₅₈ 期 末 第 ₅₉ 期 末 第 ₆₀ 期 末
（Ａ）資 産 89， 771， 195， 115円 91， 424， 024， 048円 89， 820， 571， 546円 93， 316， 105， 834円 88， 451， 910， 271円 87， 590， 155， 299円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₈₃₇, ₈₀₃, ₈₀₈  ₉₆₈, ₄₂₄, ₉₆₄  ₅₅₄, ₂₉₅, ₀₃₅  ₅₃₅, ₉₆₄, ₃₂₉  ₄₄₅, ₄₀₀, ₀₈₂  ₈₂₆, ₇₉₈, ₆₁₆  
ダイワ・エマージング高金利債券
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₈₈, ₅₃₃, ₃₉₁, ₃₀₇  ₉₀, ₄₅₅, ₅₉₉, ₀₈₄  ₈₈, ₆₆₆, ₂₇₆, ₅₁₁  ₉₂, ₆₃₀, ₁₄₁, ₅₀₅  ₈₇, ₁₅₆, ₅₁₀, ₁₈₉  ₈₆, ₃₁₃, ₃₅₆, ₆₈₃  
未 収 入 金 ₄₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ―  ₆₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₅₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₈₅₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₄₅₀, ₀₀₀, ₀₀₀  

（Ｂ）負 債 1， 134， 955， 759  1， 294， 669， 084  1， 175， 220， 029  1， 495， 302， 525  1， 308， 517， 346  1， 226， 144， 600  
未 払 収 益 分 配 金 ₉₃₄, ₀₀₄, ₈₉₈  ₉₄₀, ₅₃₄, ₄₀₄  ₉₄₆, ₈₈₆, ₉₂₃  ₉₂₄, ₁₆₃, ₄₆₂  ₉₀₂, ₃₄₆, ₀₀₈  ₉₀₄, ₃₄₂, ₂₇₆  
未 払 解 約 金 ₉₁, ₈₂₆, ₂₄₅  ₂₃₉, ₁₃₉, ₆₀₇  ₁₂₃, ₇₈₁, ₃₆₂  ₄₅₁, ₆₁₀, ₈₂₆  ₃₀₃, ₃₅₀, ₆₅₆  ₂₁₃, ₅₇₉, ₀₃₆  
未 払 信 託 報 酬 ₁₀₈, ₉₄₅, ₇₆₅  ₁₁₄, ₆₂₈, ₀₄₅  ₁₀₄, ₀₁₃, ₉₆₀  ₁₁₈, ₇₉₅, ₄₂₉  ₁₀₁, ₉₂₅, ₁₃₉  ₁₀₇, ₁₅₁, ₅₇₅  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₇₈, ₈₅₁  ₃₆₇, ₀₂₈  ₅₃₇, ₇₈₄  ₇₃₂, ₈₀₈  ₈₉₅, ₅₄₃  ₁, ₀₇₁, ₇₁₃  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 88， 636， 239， 356  90， 129， 354， 964  88， 645， 351， 517  91， 820， 803， 309  87， 143， 392， 925  86， 364， 010， 699  
元 本 ₁₁₆, ₇₅₀, ₆₁₂, ₂₈₉  ₁₁₇, ₅₆₆, ₈₀₀, ₅₄₅  ₁₁₈, ₃₆₀, ₈₆₅, ₄₈₅  ₁₁₅, ₅₂₀, ₄₃₂, ₇₉₉  ₁₁₂, ₇₉₃, ₂₅₁, ₀₆₇  ₁₁₃, ₀₄₂, ₇₈₄, ₅₃₉  
次 期 繰 越 損 益 金 △ ₂₈, ₁₁₄, ₃₇₂, ₉₃₃  △ ₂₇, ₄₃₇, ₄₄₅, ₅₈₁  △ ₂₉, ₇₁₅, ₅₁₃, ₉₆₈  △ ₂₃, ₆₉₉, ₆₂₉, ₄₉₀  △ ₂₅, ₆₄₉, ₈₅₈, ₁₄₂  △₂₆, ₆₇₈, ₇₇₃, ₈₄₀  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 116， 750， 612， 289口 117， 566， 800， 545口 118， 360， 865， 485口 115， 520， 432， 799口 112， 793， 251， 067口 113， 042， 784， 539口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7， 592円 7， 666円 7， 489円 7， 948円 7， 726円 7， 640円

＊第₅₄期末における元本額は₁₁₅, ₁₆₁, ₃₇₇, ₉₉₀円、当作成期間（第₅₅期～第₆₀期）中における追加設定元本額は₁₉, ₀₀₃, ₁₅₂, ₅₃₀円、同解約元本額は₂₁, ₁₂₁, ₇₄₅, ₉₈₁円です。
＊第₆₀期末の計算口数当りの純資産額は₇, ₆₄₀円です。
＊第₆₀期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₂₆, ₆₇₈, ₇₇₃, ₈₄₀円です。

（₂₀₁₄年 ₈ 月₁₅日）、（₂₀₁₄年 ₉ 月₁₆日）、（₂₀₁₄年₁₀月₁₅日）、（₂₀₁₄年₁₁月₁₇日）、（₂₀₁₄年₁₂月₁₅日）、（₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日）現在
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ダイワ成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₅₅ 期 第 ₅₆ 期 第 ₅₇ 期 第 ₅₈ 期 第 ₅₉ 期 第 ₆₀ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₄₇₉, ₄₁₃, ₆₂₉円 ₅₇₂, ₃₈₆, ₃₂₉円 ₄₅₂, ₂₃₅, ₀₇₁円 ₆₃₁, ₂₃₅, ₆₀₁円 ₄₃₁, ₁₄₇, ₈₅₃円 ₄₇₁, ₅₂₉, ₄₁₂円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀  ₀  ₀  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₀, ₈₁₅, ₂₄₂, ₈₀₉ ₁₁, ₀₁₂, ₂₄₉, ₈₅₉ ₁₁, ₁₉₆, ₇₇₈, ₀₉₆ ₁₀, ₉₉₇, ₁₅₀, ₇₃₄ ₁₀, ₇₉₆, ₆₃₀, ₁₄₆ ₁₀, ₈₆₅, ₃₇₂, ₃₇₉
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₄, ₂₁₃, ₂₃₉, ₁₉₀ ₃, ₆₇₂, ₇₈₆, ₈₃₉ ₃, ₂₂₅, ₃₃₅, ₁₈₇ ₂, ₆₀₃, ₆₈₅, ₀₄₄ ₂, ₂₀₃, ₆₄₀, ₀₄₉ ₁, ₆₉₇, ₈₉₁, ₂₈₂
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁₅, ₅₀₇, ₈₉₅, ₆₂₈ ₁₅, ₂₅₇, ₄₂₃, ₀₂₇ ₁₄, ₈₇₄, ₃₄₈, ₃₅₄ ₁₄, ₂₃₂, ₀₇₁, ₃₇₉ ₁₃, ₄₃₁, ₄₁₈, ₀₄₈ ₁₃, ₀₃₄, ₇₉₃, ₀₇₃
（ｆ）分 配 金 ₉₃₄, ₀₀₄, ₈₉₈ ₉₄₀, ₅₃₄, ₄₀₄ ₉₄₆, ₈₈₆, ₉₂₃ ₉₂₄, ₁₆₃, ₄₆₂ ₉₀₂, ₃₄₆, ₀₀₈ ₉₀₄, ₃₄₂, ₂₇₆
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₁₄, ₅₇₃, ₈₉₀, ₇₃₀ ₁₄, ₃₁₆, ₈₈₈, ₆₂₃ ₁₃, ₉₂₇, ₄₆₁, ₄₃₁ ₁₃, ₃₀₇, ₉₀₇, ₉₁₇ ₁₂, ₅₂₉, ₀₇₂, ₀₄₀ ₁₂, ₁₃₀, ₄₅₀, ₇₉₇
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁₁₆, ₇₅₀, ₆₁₂, ₂₈₉口 ₁₁₇, ₅₆₆, ₈₀₀, ₅₄₅口 ₁₁₈, ₃₆₀, ₈₆₅, ₄₈₅口 ₁₁₅, ₅₂₀, ₄₃₂, ₇₉₉口 ₁₁₂, ₇₉₃, ₂₅₁, ₀₆₇口 ₁₁₃, ₀₄₂, ₇₈₄, ₅₃₉口
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ダイワ成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第55期 第56期 第57期 第58期 第59期 第60期
80円 80円 80円 80円 80円 80円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税0. 315％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド

運用報告書　第14期　（決算日　2015年 1 月15日）
（計算期間　₂₀₁₄年 ₇ 月₁₆日～₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日）

ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンドの第₁₄期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 海外の債券

運 用 方 法

①主として、エマージング諸国の現地通貨建債券に分散投資することにより、信託財産の着実な成
長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
②投資にあたっては、以下の点に留意しながら運用を行なうことを基本とします。
　イ ．ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ ブロードの

構成国を参考に投資対象通貨を選定します。
　ロ ．通貨の地域配分にあたっては、欧州・中東・アフリカ地域、アジア地域、中南米地域の ₃ 地

域へ均等とすることをめざします。
　ハ ．各地域ごとに ₃ 通貨を選定して均等に配分することをめざします。通貨の選定にあたって

は、各国の金利水準、経済ファンダメンタルズ、流動性等から判断し、年 ₂ 回以上見直しを行
ないます。なお流動性、市場状況等によっては通貨数が異なる場合があります。

　ニ ．投資する債券は、各国の政府、政府関係機関および国際機関等が発行するものとし、取得時
においてＢＢ格相当以上（ムーディーズでＢａ ₃ 以上またはＳ＆ＰでＢＢ－以上）とします。

　ホ．ポートフォリオの修正デュレーションは ₁ （年）程度から ₃ （年）程度の範囲とします。
③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限 純資産総額の₁₀％以下

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド

■当期中の基準価額と市況の推移

年 　月 　日
基 準 価 額 ＪＰモルガン ＧＢＩ－ＥＭグロー

バル　ダイバーシファイド（円換算）
公社債
組　入
比　率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年 ₇ 月₁₅日 ₁₃, ₃₅₉ ― ₁₄, ₇₄₄ ― ₉₆. ₄

₇ 月末 ₁₃, ₄₃₅ ₀. ₆ ₁₄, ₈₀₀ ₀. ₄ ₉₅. ₉
₈ 月末 ₁₃, ₅₁₄ ₁. ₂ ₁₄, ₈₅₆ ₀. ₈ ₉₆. ₆
₉ 月末 ₁₃, ₆₁₃ ₁. ₉ ₁₄, ₉₀₆ ₁. ₁ ₉₇. ₂
₁₀月末 ₁₃, ₈₈₇ ₄. ₀ ₁₅, ₂₄₂ ₃. ₄ ₉₇. ₆
₁₁月末 ₁₄, ₈₅₀ ₁₁. ₂ ₁₆, ₂₉₂ ₁₀. ₅ ₉₆. ₉
₁₂月末 ₁₄, ₃₆₆ ₇. ₅ ₁₅, ₄₈₆ ₅. ₀ ₉₆. ₅

（期末）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日 ₁₄, ₂₄₁ ₆. ₆ ₁₅, ₂₂₈ ₃. ₃ ₉₆. ₃
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） ＪＰモルガン ＧＢＩ－ＥＭグローバル　ダイバーシファイド（円換算）は、

ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マー
ケッツ グローバル　ダイバーシファイド（米ドルベース）を円換算し、当
ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。ＪＰモル
ガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ グ
ローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成
していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではあ
りません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書
面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められてい
ません。Copyright ₂₀₁₄,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 ₃ ） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用し
ています。

（注 ₄ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き
ます。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₃, ₃₅₉円　期末：₁₄, ₂₄₁円　騰落率：₆. ₆％
【基準価額の主な変動要因】

投資している債券の利息収入に加えて、債券の値上がりや通貨が円
に対して上昇したことが、基準価額の値上がりに寄与しました。

◆投資環境について
○債券市況

債券市況は、米国で早期利上げ観測が高まる局面では、新興国か
らの資金流出が懸念され金利上昇する場面もありましたが、原油価
格の下落からインフレ見通しが世界的に後退していることを背景
に、金利は低下する国が多くなりました。
・欧州・中東・アフリカ地域

トルコでは、原油価格の下落を受けてインフレ見通しが低下
し、政策金利の引下げ期待が高まったことから金利は低下しまし
た。南アフリカでは、インフレ率が中央銀行の目標範囲内まで低
下し、追加利上げ観測が後退したことから金利は低下しました。
ロシアでは、ウクライナ情勢への懸念が続く中、原油価格の下落
を受けた資金流出懸念や格下げ懸念から金利は上昇しました。
ポーランドでは、インフレ率の低下を受けて政策金利の引下げが
行なわれたことから金利は低下しました。

・アジア地域
インドネシアでは、大統領選挙の結果を受けて政治的不透明感

が後退したほか、燃料補助金削減による財政収支の改善期待を受
けて金利は低下しました。フィリピンでは、格付会社による格上
げが好感されて金利は低下しました。インドでは、インフレ率の
低下を受けて政策金利の引下げ期待が高まり金利は低下しまし
た。マレーシアでは、原油価格下落が経済に与える影響が懸念さ
れ金利は上昇しました。

・中南米地域
ブラジルでは、大統領選挙の結果を受けて改革期待が後退した

ことや政策金利の引上げを受けて金利は上昇しました。メキシコ
では、米国で早期利上げ観測が高まる中、米国債券市場の影響を
受けて金利は上昇しました。コロンビアでは、政策金利の引上げ
停止が短期債の金利低下要因となりましたが、原油価格下落を受
けた財政収支悪化への懸念が中長期債の金利上昇要因となりまし
た。

○為替相場
対円為替相場は、新興国からの資金流出懸念を背景に各通貨共に

下落する局面もありましたが、当期間を通してみると、日銀の金融
緩和等を背景に円安が進展したことから、対円で上昇する国が多く
なりました。
・欧州・中東・アフリカ地域

原油価格下落によるインフレ圧力の低下および経常収支改善期
待から資金流入が見られたトルコ・リラ、インフレ率の低下や財
政政策が好感された南アフリカ・ランドが対円で上昇しました。
ポーランド・ズロチは、政策金利引下げへの期待が重しとなり対
円で下落しました。ロシア・ルーブルは、原油価格の下落や欧米
諸国による経済制裁、格下げなどが要因となり下落しました。

・アジア地域
インドネシア・ルピアおよびインド・ルピーは、構造改革期待

が支えとなり対円で上昇しました。フィリピン・ペソは、格付会
社による格上げが好感されて対円で上昇しました。マレーシア・
リンギットは、原油価格下落による経常収支の悪化が懸念され対
円で小幅な上昇にとどまりました。

16, 000

15, 000

14, 000

13, 000

12, 000

11, 000

（円）

期　首
（2014. 7. 15）

期　末
（2015. 1. 15）

基準価額
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ダイワ・エマージング高金利債券マザーファンド

・中南米地域
ブラジル・レアルは、インフレや財政悪化懸念から対円で下落

しました。メキシコ・ペソは、米国景気回復の恩恵期待が支えと
なりましたが、原油価格下落が嫌気され対円で小幅な上昇となり
ました。コロンビア・ペソは、主要輸出品目である原油価格の下
落が嫌気され対円で下落しました。

◆前期における「今後の運用方針」
欧州・中東・アフリカ、アジア、中南米の ₃ 地域で地域分散を図

り、その地域内で ₃ 通貨ずつ、計 ₉ 通貨の高金利債券に投資するこ
とで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用
を行ないます。金利変動リスクを表す修正デュレーションは約 ₁
（年）程度～ ₃ （年）程度でコントロールします。

◆ポートフォリオについて
・通貨配分に関しては、基本的な商品性格に基づき、各地域均等、各

地域内の投資通貨においても均等となることをめざしました。
・欧州・中東・アフリカ地域においては、トルコ・リラ、南アフリ

カ・ランド、ロシア・ルーブル、ポーランド・ズロチ、アジア地域
ではインドネシア・ルピア、フィリピン・ペソ、マレーシア・リン
ギット、インド・ルピー、中南米地域ではブラジル・レアル、コロ
ンビア・ペソ、メキシコ・ペソへ投資しました。

・欧州・中東・アフリカ地域では、経済ファンダメンタルズの観点か
ら₂₀₁₄年 ₇ 月にロシア・ルーブルを除外し、新たにポーランド・ズ
ロチへ、アジア地域では、金利水準の観点から₂₀₁₄年 ₇ 月にフィリ
ピン・ペソを除外し、新たにインド・ルピーへ投資を行ないまし
た。

・債券ポートフォリオの金利リスクについては、修正デュレーション
で₂. ₃（年）～₂. ₉（年）程度としました。また、組入債券の種別構
成については、現地通貨建国債と国際機関債からなるポートフォリ
オ構成としました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
当ファンドの基準価額および参考指数の騰落率はそれぞれ₆. ₆％、

₃. ₃％でした。

《今後の運用方針》
　欧州・中東・アフリカ、アジア、中南米の ₃ 地域で地域分散を図り、
その地域内で ₃ 通貨ずつ、計 ₉ 通貨の高金利債券に投資することで、信
託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないま
す。
　金利リスクを表す修正デュレーションは約 ₁ （年）程度～ ₃ （年）程
度でコントロールします。

買 付 額 売 付 額

外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

千トルコ・リラ 千トルコ・リラ

ト ル コ
国債証券 ₂₁₉, ₄₂₁ ₂₂₃, ₇₈₈ 

（ ―） 

特殊債券 ― ₁₆, ₄₁₉ 
（ ―） 

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ

メ キ シ コ 国債証券 ₁, ₄₈₉, ₇₆₁ ₁, ₅₇₃, ₈₀₇ 
（ ―） 

千フィリピン・ペソ 千フィリピン・ペソ

フ ィ リ ピ ン 国債証券 ― ₄, ₁₁₀, ₉₄₉ 
（ ₁₅₄, ₀₀₀） 

千コロンビア・ペソ 千コロンビア・ペソ

コ ロ ン ビ ア 国債証券 ₁₄, ₉₇₄, ₀₉₀ ₃, ₂₅₈, ₇₁₄ 
（ ―） 

千インド・ルピー 千インド・ルピー

イ ン ド 国債証券 ₆, ₁₁₂, ₈₇₀ ₅₈₂, ₈₈₀ 
（ ―） 

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア

イ ン ド ネ シ ア
国債証券 ₁₂₂, ₅₃₆, ₅₀₀  ₄₆₆, ₈₄₇, ₀₀₀ 

（ ―） 

特殊債券 ₂₅₇, ₃₈₀, ₄₃₃ ― 
（ ―） 

千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル

ブ ラ ジ ル 国債証券 ₁₃₂, ₉₇₅ ₁₃₇, ₄₅₀ 
（ ―） 

千ロシア・ルーブル 千ロシア・ルーブル

ロ シ ア
国債証券 ― ₂, ₄₃₁, ₅₀₈ 

（ ―） 

特殊債券 ― ₈₅₅, ₄₃₉ 
（ ₇₂, ₀₀₀） 

千マレーシア・リンギット 千マレーシア・リンギット

マ レ ー シ ア 国債証券 ₁₈, ₂₄₈ ₅₅, ₀₀₇ 
（ ―） 

千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド

南 ア フ リ カ 国債証券 ₁, ₃₆₅, ₆₈₇ ₉₀₈, ₂₀₁ 
（ ₁₇₀, ₀₀₀） 

千ポーランド・ズロチ 千ポーランド・ズロチ

ポ ー ラ ン ド 国債証券 ₅₈₁, ₆₂₆ ₃₀₄, ₇₂₄ 
（ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
公 社 債

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₆日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日まで）

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 6  
（保管費用） （ 6） 

合 計 6  
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出方法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項目の
概要をご参照ください。

（注 ₂ ） 各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作　成　期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組入比率
う ち Ｂ Ｂ 格
以 下 組 入
比 率

残存期間別組入比率

外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満
千トルコ・リラ 千トルコ・リラ 千円 ％ ％ ％ ％ ％

ト ル コ ₁₇₉, ₀₀₀ ₁₉₉, ₆₂₉ ₁₀, ₂₈₈, ₈₈₆ ₁₁. ₀ ― ₅. ₀ ₃. ₈ ₂. ₂ 
千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ

メ キ シ コ ₁, ₁₂₈, ₀₀₀  ₁, ₂₂₆, ₇₂₄ ₉, ₉₇₃, ₂₆₆ ₁₀. ₇ ― ₁. ₇ ― ₉. ₀ 
千コロンビア・ペソ 千コロンビア・ペソ

コ ロ ン ビ ア ₁₈₀, ₉₀₀, ₀₀₀  ₁₉₀, ₀₈₂, ₃₄₀ ₉, ₂₁₈, ₉₉₃ ₉. ₉ ― ₂. ₅ ― ₇. ₄ 
千インド・ルピー 千インド・ルピー

イ ン ド ₅, ₈₀₀, ₀₀₀  ₅, ₇₀₁, ₄₅₈ ₁₀, ₈₈₉, ₇₈₄ ₁₁. ₇ ― ₁. ₄ ₁₀. ₃ ― 
千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア

イ ン ド ネ シ ア ₁, ₁₀₃, ₉₄₀, ₀₀₀  ₁, ₀₇₇, ₆₀₄, ₄₅₅ ₁₀, ₁₂₉, ₄₈₁ ₁₀. ₉ ― ₁. ₈ ₄. ₉ ₄. ₁ 
千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル

ブ ラ ジ ル ₂₇₉, ₃₀₀  ₂₃₃, ₉₁₇ ₁₀, ₅₂₁, ₅₈₈ ₁₁. ₃ ― ― ₂. ₈ ₈. ₅ 
千マレーシア・リンギット 千マレーシア・リンギット

マ レ ー シ ア ₂₉₂, ₀₀₀  ₂₉₂, ₆₄₉ ₉, ₆₅₄, ₅₀₄ ₁₀. ₄ ― ― ₁. ₄ ₉. ₀ 
千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド

南 ア フ リ カ ₈₆₈, ₀₀₀  ₉₄₈, ₃₆₃ ₉, ₇₄₉, ₁₇₈ ₁₀. ₅ ― ₁. ₈ ― ₈. ₇ 
千ポーランド・ズロチ 千ポーランド・ズロチ

ポ ー ラ ン ド ₂₅₅, ₀₀₀  ₂₈₃, ₅₅₁ ₉, ₂₃₈, ₁₀₂ ₉. ₉ ― ₁. ₁ ₈. ₈ ― 

合 計 ― ― ₈₉, ₆₆₃, ₇₈₈ ₉₆. ₃ ― ₁₅. ₄ ₃₂. ₀ ₄₈. ₉ 
（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₃ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公 社 債

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₆日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円

Poland Government Bond（ポーランド） ₅. ₂₅% ₂₀₁₇/₁₀/₂₅ ₁₀, ₇₃₈, ₄₃₇ Mexican Bonos（メキシコ） ₈. ₅% ₂₀₁₈/₁₂/₁₃ ₇, ₀₀₅, ₀₈₃ 
Mexican Bonos（メキシコ） ₈% ₂₀₁₅/₁₂/₁₇ ₉, ₇₁₇, ₇₈₃ Turkey Government Bond（トルコ） ₈. ₈% ₂₀₁₈/₁₁/₁₄ ₅, ₂₉₉, ₁₇₈ 
India Government Bond（インド） ₇. ₂₈% ₂₀₁₉/₆/₃ ₉, ₂₄₁, ₂₄₄ Poland Government Bond（ポーランド） ₅. ₇₅% ₂₀₂₂/₉/₂₃ ₄, ₆₁₅, ₉₇₇ 
Poland Government Bond（ポーランド） ₅. ₇₅% ₂₀₂₂/₉/₂₃ ₅, ₂₂₉, ₁₇₁ Mexican Bonos（メキシコ） ₁₀% ₂₀₂₄/₁₂/₅ ₄, ₅₂₆, ₆₃₉ 
Turkey Government Bond（トルコ） ₁₀. ₇% ₂₀₁₆/₂/₂₄ ₄, ₆₆₂, ₇₈₉ PHILIPPINE GOVERNMENT（フィリピン） ₉. ₁₂₅% ₂₀₁₆/₉/₄ ₃, ₉₄₆, ₄₀₉ 
REPUBLIC OF SOUTH AFRICA（南アフリカ） ₁₃. ₅% ₂₀₁₅/₉/₁₅ ₃, ₈₈₇, ₇₉₇ Poland Government Bond（ポーランド） ₆. ₂₅% ₂₀₁₅/₁₀/₂₄ ₃, ₄₄₀, ₈₂₀ 
Poland Government Bond（ポーランド） ₆. ₂₅% ₂₀₁₅/₁₀/₂₄ ₃, ₄₇₀, ₅₈₆ REPUBLIC OF SOUTH AFRICA（南アフリカ） ₈. ₂₅% ₂₀₁₇/₉/₁₅ ₃, ₄₂₇, ₄₈₈ 
Brazil Letras do Tesouro Nacional（ブラジル）  ₂₀₁₆/₄/₁ ₃, ₃₄₇, ₆₇₁ Turkey Government Bond（トルコ） ₁₀. ₇% ₂₀₁₆/₂/₂₄ ₂, ₉₂₉, ₄₈₉ 
Turkey Government Bond（トルコ） ₈. ₈% ₂₀₂₃/₉/₂₇ ₂, ₉₆₉, ₂₅₀ Russian Federal Bond - OFZ（ロシア） ₇. ₅% ₂₀₁₉/₂/₂₇ ₂, ₃₉₉, ₃₉₈ 
REPUBLIC OF SOUTH AFRICA（南アフリカ） ₁₀. ₅% ₂₀₂₆/₁₂/₂₁ ₂, ₆₄₉, ₇₀₀ Poland Government Bond（ポーランド） ₅. ₂₅% ₂₀₁₇/₁₀/₂₅ ₂, ₂₆₈, ₀₇₃ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。
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（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千トルコ・リラ 千トルコ・リラ 千円

トルコ Turkey Government Bond 国債証券 ₈. ₈₀₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₅, ₃₀₀ ₂, ₈₅₀, ₁₆₂ ₂₀₂₃/₀₉/₂₇ 
Turkey Government Bond 国債証券 ₁₀. ₇₀₀₀ ₃₉, ₀₀₀ ₄₀, ₃₉₀ ₂, ₀₈₁, ₇₁₈ ₂₀₁₆/₀₂/₂₄ 
Turkey Government Bond 国債証券 ₁₀. ₄₀₀₀ ₄₄, ₀₀₀ ₄₉, ₃₉₀ ₂, ₅₄₅, ₅₆₀ ₂₀₁₉/₀₃/₂₇ 
Turkey Government Bond 国債証券 ₁₀. ₄₀₀₀ ₂₉, ₀₀₀ ₃₅, ₂₆₄ ₁, ₈₁₇, ₅₀₆ ₂₀₂₄/₀₃/₂₀ 
INTL.  BK.  RECON&DEVELOPMENT 特殊債券 ₁₃. ₆₂₅₀ ₁₇, ₀₀₀ ₁₉, ₂₈₄ ₉₉₃, ₉₃₈ ₂₀₁₇/₀₅/₀₉ 

通貨小計 銘柄数 ₅銘柄 
金　額 ₁₇₉, ₀₀₀ ₁₉₉, ₆₂₉ ₁₀, ₂₈₈, ₈₈₆ 

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ
メキシコ Mexican Bonos 国債証券 ₁₀. ₀₀₀₀ ₇₀, ₀₀₀ ₉₃, ₃₆₀ ₇₅₉, ₀₂₀ ₂₀₂₄/₁₂/₀₅ 

Mexican Bonos 国債証券 ₈. ₀₀₀₀ ₉₈₅, ₀₀₀ ₁, ₀₂₇, ₅₄₂ ₈, ₃₅₃, ₉₁₇ ₂₀₁₅/₁₂/₁₇ 
Mexican Bonos 国債証券 ₁₀. ₀₀₀₀ ₇₃, ₀₀₀ ₁₀₅, ₈₂₁ ₈₆₀, ₃₂₉ ₂₀₃₆/₁₁/₂₀ 

通貨小計 銘柄数 ₃銘柄 
金　額 ₁, ₁₂₈, ₀₀₀ ₁, ₂₂₆, ₇₂₄ ₉, ₉₇₃, ₂₆₆ 

千コロンビア・ペソ 千コロンビア・ペソ
コロンビア Colombia Government International Bond 国債証券 ₁₂. ₀₀₀₀ ₁₃₄, ₄₀₀, ₀₀₀ ₁₄₁, ₈₃₉, ₀₄₀ ₆, ₈₇₉, ₁₉₃ ₂₀₁₅/₁₀/₂₂ 

Colombia Government International Bond 国債証券 ₉. ₈₅₀₀ ₁₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₂, ₉₇₀, ₀₀₀ ₆₂₉, ₀₄₅ ₂₀₂₇/₀₆/₂₈ 
Colombia Government International Bond 国債証券 ₇. ₇₅₀₀ ₁₃, ₅₀₀, ₀₀₀ ₁₄, ₇₆₆, ₃₀₀ ₇₁₆, ₁₆₅ ₂₀₂₁/₀₄/₁₄ 
Colombia Government International Bond 国債証券 ₄. ₃₇₅₀ ₁₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₈, ₈₈₅, ₀₀₀ ₄₃₀, ₉₂₂ ₂₀₂₃/₀₃/₂₁ 
Colombian TES 国債証券 ₆. ₀₀₀₀ ₁₃, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₁, ₆₂₂, ₀₀₀ ₅₆₃, ₆₆₇ ₂₀₂₈/₀₄/₂₈ 

通貨小計 銘柄数 ₅銘柄 
金　額 ₁₈₀, ₉₀₀, ₀₀₀ ₁₉₀, ₀₈₂, ₃₄₀ ₉, ₂₁₈, ₉₉₃ 

千インド・ルピー 千インド・ルピー
インド India Government Bond 国債証券 ₇. ₈₀₀₀ ₇₀₀, ₀₀₀  ₆₉₅, ₆₀₄  ₁, ₃₂₈, ₆₀₃  ₂₀₂₀/₀₅/₀₃ 

India Government Bond 国債証券 ₇. ₂₈₀₀ ₅, ₁₀₀, ₀₀₀  ₅, ₀₀₅, ₈₅₄  ₉, ₅₆₁, ₁₈₁  ₂₀₁₉/₀₆/₀₃ 

通貨小計 銘柄数 ₂銘柄 
金　額 ₅, ₈₀₀, ₀₀₀ ₅, ₇₀₁, ₄₅₈ ₁₀, ₈₈₉, ₇₈₄ 

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア
インドネシア Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₇. ₃₇₅₀ ₂₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₂₀, ₀₅₆, ₄₀₀  ₁₈₈, ₅₃₀  ₂₀₁₆/₀₉/₁₅ 

Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₆. ₂₅₀₀ ₈₈, ₀₀₀, ₀₀₀ ₈₆, ₂₃₃, ₈₄₀ ₈₁₀, ₅₉₈ ₂₀₁₇/₀₄/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₆. ₆₂₅₀ ₉₈, ₈₀₀, ₀₀₀ ₈₅, ₀₀₄, ₅₅₆ ₇₉₉, ₀₄₂ ₂₀₃₃/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₅. ₂₅₀₀ ₁₉₄, ₅₀₀, ₀₀₀ ₁₈₂, ₅₆₇, ₄₂₅ ₁, ₇₁₆, ₁₃₃ ₂₀₁₈/₀₅/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₈. ₃₇₅₀ ₉₂, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₄, ₅₇₄, ₁₆₀ ₈₈₈, ₉₉₇ ₂₀₃₄/₀₃/₁₅ 
Indonesia Treasury Bond 国債証券 ₇. ₈₇₅₀ ₉₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₁, ₇₀₂, ₈₀₀ ₈₆₂, ₀₀₆ ₂₀₁₉/₀₄/₁₅ 
EUROPEAN INVESTMENT BANK 特殊債券 ₇. ₂₅₀₀ ₆₁, ₇₀₀, ₀₀₀ ₆₁, ₂₈₃, ₅₂₅ ₅₇₆, ₀₆₅ ₂₀₁₅/₀₂/₂₂ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 ₅. ₇₅₀₀ ₁₄₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₃₈, ₀₄₂, ₈₀₀ ₁, ₂₉₇, ₆₀₂ ₂₀₁₅/₁₁/₃₀ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 ₇. ₂₀₀₀ ₅₉, ₉₄₀, ₀₀₀ ₅₉, ₄₈₁, ₄₅₉ ₅₅₉, ₁₂₅ ₂₀₁₆/₀₆/₀₈ 
EUROPEAN BK RECONSTRUCTION & DEVELOPMENT 特殊債券 ₇. ₂₅₀₀ ₁₃₀, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₂₉, ₉₉₆, ₁₀₀ ₁, ₂₂₁, ₉₆₃ ₂₀₁₆/₀₂/₀₈ 
INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK 特殊債券 ₇. ₂₅₀₀ ₉₉, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₈, ₉₂₁, ₇₉₀ ₉₂₉, ₈₆₄ ₂₀₁₇/₀₇/₁₇ 
African Development Bank 特殊債券 ₇. ₀₀₀₀ ₃₀, ₀₀₀, ₀₀₀  ₂₉, ₇₃₉, ₆₀₀  ₂₇₉, ₅₅₂  ₂₀₁₇/₀₃/₀₆ 

通貨小計 銘柄数 ₁₂銘柄 
金　額 ₁, ₁₀₃, ₉₄₀, ₀₀₀ ₁, ₀₇₇, ₆₀₄, ₄₅₅ ₁₀, ₁₂₉, ₄₈₁ 

千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル
ブラジル Brazil Notas do Tesouro Nacional Serie F 国債証券 ₁₀. ₀₀₀₀ ₁₄, ₃₀₀  ₁₃, ₇₃₆  ₆₁₇, ₈₅₂  ₂₀₁₇/₀₁/₀₁ 

Brazil Notas do Tesouro Nacional Serie F 国債証券 ₁₀. ₀₀₀₀ ₁₆, ₀₀₀  ₁₅, ₁₅₇  ₆₈₁, ₇₉₆  ₂₀₁₈/₀₁/₀₁ 
Brazil Letras do Tesouro Nacional 国債証券 ― ₄₂, ₀₀₀  ₃₅, ₃₄₂  ₁, ₅₈₉, ₇₀₉  ₂₀₁₆/₀₇/₀₁ 
Brazil Letras do Tesouro Nacional 国債証券 ― ₄₇, ₀₀₀  ₃₇, ₃₄₂  ₁, ₆₇₉, ₆₈₄  ₂₀₁₇/₀₁/₀₁ 
Brazil Letras do Tesouro Nacional 国債証券 ― ₁₆, ₀₀₀  ₁₅, ₁₇₄  ₆₈₂, ₅₅₈  ₂₀₁₅/₀₇/₀₁ 
Brazil Letras do Tesouro Nacional 国債証券 ― ₃₃, ₀₀₀  ₂₄, ₇₆₄  ₁, ₁₁₃, ₉₂₂  ₂₀₁₇/₀₇/₀₁ 
Brazil Letras do Tesouro Nacional 国債証券 ― ₈₇, ₀₀₀  ₇₅, ₃₇₆  ₃, ₃₉₀, ₄₄₈  ₂₀₁₆/₀₄/₀₁ 
Brazil Letras do Tesouro Nacional 国債証券 ― ₂₄, ₀₀₀  ₁₇, ₀₂₁  ₇₆₅, ₆₁₇  ₂₀₁₈/₀₁/₀₁ 

通貨小計 銘柄数 ₈銘柄 
金　額 ₂₇₉, ₃₀₀ ₂₃₃, ₉₁₇ ₁₀, ₅₂₁, ₅₈₈ 
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当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千マレーシア・リンギット 千マレーシア・リンギット 千円

マレーシア MALAYSIAN GOVERNMENT 国債証券 ₄. ₂₆₂₀ ₁₁₉, ₀₀₀  ₁₂₀, ₁₃₁  ₃, ₉₆₃, ₁₄₄  ₂₀₁₆/₀₉/₁₅ 
MALAYSIAN GOVERNMENT 国債証券 ₃. ₇₄₁₀ ₇, ₀₀₀  ₇, ₀₀₂  ₂₃₁, ₀₂₂  ₂₀₁₅/₀₂/₂₇ 
MALAYSIAN GOVERNMENT 国債証券 ₃. ₈₃₅₀ ₅₂, ₀₀₀  ₅₂, ₁₅₉  ₁, ₇₂₀, ₇₂₉  ₂₀₁₅/₀₈/₁₂ 
MALAYSIAN GOVERNMENT 国債証券 ₃. ₁₇₂₀ ₇₄, ₀₀₀  ₇₃, ₅₇₃  ₂, ₄₂₇, ₁₇₃  ₂₀₁₆/₀₇/₁₅ 
MALAYSIAN GOVERNMENT 国債証券 ₃. ₃₉₄₀ ₄₀, ₀₀₀  ₃₉, ₇₈₂  ₁, ₃₁₂, ₄₃₄  ₂₀₁₇/₀₃/₁₅ 

通貨小計 銘柄数 ₅銘柄 
金　額 ₂₉₂, ₀₀₀ ₂₉₂, ₆₄₉ ₉, ₆₅₄, ₅₀₄ 

千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド
南アフリカ REPUBLIC OF SOUTH AFRICA 国債証券 ₁₀. ₅₀₀₀ ₁₃₀, ₀₀₀  ₁₆₀, ₆₈₀  ₁, ₆₅₁, ₇₉₀  ₂₀₂₆/₁₂/₂₁ 

REPUBLIC OF SOUTH AFRICA 国債証券 ₁₃. ₅₀₀₀ ₅₁₈, ₀₀₀  ₅₄₂, ₆₉₈  ₅, ₅₇₈, ₉₃₇  ₂₀₁₅/₀₉/₁₅ 
REPUBLIC OF SOUTH AFRICA 国債証券 ₁₃. ₅₀₀₀ ₂₂₀, ₀₀₀  ₂₄₄, ₉₈₅  ₂, ₅₁₈, ₄₄₉  ₂₀₁₆/₀₉/₁₅ 

通貨小計 銘柄数 ₃銘柄 
金　額 ₈₆₈, ₀₀₀ ₉₄₈, ₃₆₃ ₉, ₇₄₉, ₁₇₈ 

千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド
ポーランド Poland Government Bond 国債証券 ₅. ₇₅₀₀ ₂₅, ₀₀₀  ₃₁, ₄₅₅  ₁, ₀₂₄, ₈₁₂  ₂₀₂₂/₀₉/₂₃ 

Poland Government Bond 国債証券 ₅. ₂₅₀₀ ₂₃₀, ₀₀₀  ₂₅₂, ₀₉₆  ₈, ₂₁₃, ₂₉₀  ₂₀₁₇/₁₀/₂₅ 

通貨小計 銘柄数 ₂銘柄 
金　額 ₂₅₅, ₀₀₀ ₂₈₃, ₅₅₁ ₉, ₂₃₈, ₁₀₂ 

合　　計 銘柄数 ₄₅銘柄 
金　額 ₈₉, ₆₆₃, ₇₈₈ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₈₉, ₆₆₃, ₇₈₈ ₉₅. ₂ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₄, ₅₂₈, ₆₈₉ ₄. ₈ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₉₄, ₁₉₂, ₄₇₇ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₁ 月₁₅日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₇. ₇₁円、 ₁ トルコ・リラ＝₅₁. ₅₄円、 ₁ メキシコ・ペソ＝₈. ₁₃円、₁₀₀コ
ロンビア・ペソ＝₄. ₈₅円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₉₁円、₁₀₀インドネシア・
ルピア＝₀. ₉₄円、 ₁ ブラジル・レアル＝₄₄. ₉₈円、 ₁ マレーシア・リンギッ
ト＝₃₂. ₉₉円、 ₁ 南アフリカ・ランド＝₁₀. ₂₈円、 ₁ ポーランド・ズロチ＝
₃₂. ₅₈円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₉₂, ₃₄₄, ₃₃₆千円）の投資信託財産総額
（₉₄, ₁₉₂, ₄₇₇千円）に対する比率は、₉₈. ₀% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 95, 792, 559, 604円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₂, ₈₈₀, ₈₄₉, ₈₃₅  
公 社 債（評価額） ₈₉, ₆₆₃, ₇₈₈, ₁₆₀  
未 収 入 金 ₁, ₆₀₄, ₂₀₀, ₀₀₀  
未 収 利 息 ₁, ₃₈₉, ₃₆₅, ₂₃₆  
前 払 費 用 ₂₅₄, ₃₅₆, ₃₇₃  

（Ｂ）負 債 2, 671, 249, 195  
未 払 金 ₂, ₁₇₆, ₂₄₉, ₁₉₅  
未 払 解 約 金 ₄₉₅, ₀₀₀, ₀₀₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 93, 121, 310, 409  
元 本 ₆₅, ₃₈₈, ₇₇₇, ₉₂₄  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂₇, ₇₃₂, ₅₃₂, ₄₈₅  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 65, 388, 777, 924口
1万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 14, 241円

＊ 期首における元本額は₇₁, ₇₅₉, ₁₂₇, ₀₃₁円、当期中における追加設定元本額は
₁, ₂₇₄, ₃₉₃, ₀₉₆円、同解約元本額は₇, ₆₄₄, ₇₄₂, ₂₀₃円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
成長国セレクト債券ファンド（毎月決算型）₆₀, ₆₀₉, ₀₅₆, ₀₂₄円、ダイワ成長国セ
レクト債券ファンド（年 ₁ 回決算型）₃₃₀, ₄₂₇, ₆₇₂円、ダイワ・エマージング高
金利債券ファンド（毎月分配型）₄, ₄₃₉, ₄₅₇, ₁₈₁円、ダイワ・エマージング高金
利債券ファンド（年 ₁ 回決算型）₉, ₈₃₇, ₀₄₇円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₄, ₂₄₁円です。
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《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₇ 月₁₆日　至₂₀₁₅年 ₁ 月₁₅日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 3, 805, 537, 758円

受 取 利 息 ₃, ₈₀₅, ₅₃₇, ₇₅₈  
（Ｂ）有価証券売買損益 2, 589, 029, 266  

売 買 益 ₅, ₉₇₃, ₅₃₂, ₀₂₇  
売 買 損 △  ₃, ₃₈₄, ₅₀₂, ₇₆₁  

（Ｃ）そ の 他 費 用 △  39, 380, 370  
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 6, 355, 186, 654  
（Ｅ）前期繰越損益金 24, 104, 426, 724  
（Ｆ）解 約 差 損 益 金 △  3, 180, 897, 797  
（Ｇ）追加信託差損益金 453, 816, 904  
（Ｈ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 27, 732, 532, 485  

次期繰越損益金（Ｈ） 27, 732, 532, 485  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】
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